
２０１５年７月第３１号 

立川市議会議員 福島正美 

TEL/FAX 042-522-9971 

築きます､誇りをもてる立川を！ 

 平成２７年第２回定例会が開催されました。立川市

第４次長期総合計画の策定に伴い、ごみ処理や地域福

祉、学校教育等分野別各種行政計画の提出の他、立川

競輪場施設改修工事請負契約等が議決されました。一

般質問では下記のテーマについて質問を致しました。 

１．自治会への加入と参加を応援する条例の制定 

  地域の要役として日々奮闘する自治会の皆様を市 

  が積極的に支援し、自治会活動の大切さを伝え、 

  加入と参加を呼びかける条例の制定を訴えました。 

２．高齢者居場所カフェの創設 
  高齢者の方々が地域で気軽に集い会える居場所（カフェ）の開設を提案しました。 

３．コンベンションシティ立川を目指す取り組み 

  多摩最大の集客性を持つ本市として、企業の見本市や展示会の誘致を行い、多摩経済 

  圏に貢献するコンベンション機能を強化するよう訴えました。 

４．西国立駅西地区地区計画について 

  西国立西地区地区計画地域への健康増進・温浴施設の事業誘致を提案しました。 

５．羽衣町のまちづくりについて  

  ①羽衣いちょう通りの修景化 ②立川三中前通りの安全対策 

  ③ＪＲ中央線旧国立踏切高架下事業の展開 の３点について質問致しました。  

福島正美ﾆｭｰｽﾚﾀｰ 

飛躍の夏を迎えて 
 ２０１５年も半ばを過ぎ、今年も眩い夏を迎え

ます。夏休みも始まり、仕事を離れ家族とともに

過ごし、地域と触れ合う機会も多くなると思いま

す。立川市はこの期間、少子高齢化人口減少社会

を乗り切るための新しい人の流れと若い子育て世

代の皆様の定住促進を求め、独自のまちづくり戦

略を検討します。暑さの折からくれぐれもお身体

を大事にお過ごしください。 

１２月定例議会報告 ６月定例議会報告 

  福島正美ホームページ http://mf2933.sakura.ne.jp 

   ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ https://www.facebook.com/masami.fukushima.75  



福島正美 ６月定例会での一般質問（要旨） 

自治会への加入と参加を応

援する条例の制定を 
【質問】地域の担い手となって働く自治会の 

    活動に、市も積極的に関わり支援す 

    るよう、自治会への加入と参加を促す 

    条例を制定すべきではないか。 

【答弁】市民の間での機運の高まりが 

    があった段階で考えていく。 

【質問】号令で進めるのではなく、地域での自 

    治会活動の大切さを伝えることに重点 

    を置いた条例づくりが必要である。 

コンベンションシティ立川

を目指す取り組みを 
【質問】立川は多摩随一の集客性と多摩経済圏 

    の中核を担っており、企業の見本市や 

    展示会を誘致するコンベンション機能 

    を果たすべきである。 

【答弁】「にぎわいと交流」という本市のまち 

    の将来像に照らして考えていく。 

高齢者居場所 

カフェの開設を 
【質問】高齢者の方々が街中で 

    いつでも気軽に集い会 

    える居場所（カフェ） 

    の開設を支援すべき。 

【答弁】高齢者が地域の中で交 

    流することは大事なこ 

    とであり支援を検討し 

    たい。 

 

西国立駅西地区 
地区計画について 

【質問】西国立駅前地区(Ａ･Ｂ) 

    は健康を柱とした温浴施 

    設を誘致すべきである。 

【答弁】駅前広場の整備と連動し 

    て検討する。 

     

羽衣町のまちづくりについて 

①羽衣いちょう通り 

 の修景化を 

②三中前通りの 

 安全対策 

①ＪＲ中央線旧国立 

 踏切高架下事業の 

 展開を 



皆様の声が実現します!! 

 立川公明党はこれまで学力不足への対応や学びの場

の確保を訴え、放課後・土曜日の補習授業の開設を提

案してきましたが、立川市はこの度独自の学力向上の

取り組みにより、児童生徒の学力アップを実現しまし

た。市は１４年度全中学校に放課後の補習を担当する

大学生を活用した「中学校学習支援員」を配置する

等、授業改善、学習機会の充実、学ぶ意欲の向上を柱

とした学校運営を行ない、１４年度の学力調査で全国

平均を上回る学習結果を残しました。本年度は全小学

校にも「学習支援員」を配置し、放課後や土曜日を利

用した補習授業を実施します。 

 

公明新聞に紹介されました。

（立川一中訪問） 

 

「立川ひと涼みスポットは」は市内公共施設をはじめ、学供

施設や市内の民間協力店舗にもご協力いただき、９１か所の 

市内に配置されました。期間は７月～９月です。（学供施設

は８月末まで）暑い日は無理をせず、暑さをしのいで早めに

ひと涼みすることで熱中症を防ぐことができます。どうぞお

気軽にご利用ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 錦町２丁目立川南通りクラウンベーカリー横交差

点に東西の歩行者信号の設置が決定しました。既に

南北には設置されていますが、東西の歩行者信号は

なかった為危険箇所と言われていました。地元自治

会からの長年の要望があり、車の信号が赤でも平気

で渡る大人が多く、子どもに対しても良くないとい

う声を聞いていました。これまで立川署交通課と直

接話し合い、交渉を続けてきましたが、この度立川

署より設置決定の連絡をいただきました。 

 

 

 

 

風格を持ったまちの景観づくりを！ 
 立川は歴史や文化の彩りが残る玉川上水や五日市

街道等の緑は存在しますが、中心市街地を例にとっ

ても歩道や街路の景観は今ひとつです。十分な歩道

の広さと街路樹及びベンチの組み合わせにより憩い

の空間を設ける等、もっと品格を高める道路の景観

整備が必要です。 

環境建設委員会報告 



 

 

 

 

 

 

 

電話：０４２－５２２－９９７１ 

携帯：０９０－６５４５－２４２５ 

E-Mail:mf2933@yahoo.co.jp 

URL:http://mf2933.sakura.ne.jp 

□環境建設委員会副委員長 

 

 

 

  

 

 

 

 

現 在南口は公道上での客引き･客待ちが横行してい

ます。「立川市つきまとい勧誘行為防止条例」

は施行後１０年が経過しましたが、規制の対象

が風俗業のみと定義されており、その他の客引きも注意でき

ない、客待ちへの規制もかけられていないということで大い

に問題です。公道上での公然とした客待ちはそれだけでもま

ちの景観を凋落させ、まちのイメージを大きく損ねていま

す。 

 これまで私は南口のイメージアップ戦略として、住民や商

店街の皆様から多くの声をいただき、市に対し「公道上での

客待ちは禁止すべき。」と条例の改正を訴えてきました。立

川南環境改善まちづくり協議会の皆様による署名活動等も進

み、現在市は条例改正（客引き客待ち防止条例の制定）に向

けて準備を進めています。一日も早い条例改正が実現するよ

う尽力して参ります。 

注目 

 

大型店との共通券は２割、個店専用券は

３割のプレミアです！立川でのショッピン

グをお得に楽しく！ 

 

 

１冊１万円で販売！ 

販売期間：8月1日(土)～8月7日(金) 

有効期間：8月1日(土)～10月31日(土) 

取扱店舗は随時更新中です！ 

発行：福島正美後援会 


